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　かの有名なツタンカーメン王の王墓から、黄金製や
金箔の張ってある製品は1,000点以上も出土したの
に、鉄製品は全出土品2,000点のなかでたった１点
しか出ていない。当時エジプトでは黄金より鉄のほ
うがずっと高価だったのだ。その製品は短剣で、握る
ところは黄金製で、宝石がちりばめられているから
装飾用のものであろう。しかもこの鉄の短剣は、ヒッ
タイトとかミタンニという西アジアの国からの贈り
物なのである。
　当時の武器は、エジプトに鉄を生産できる力がな
かったので青銅だった。そのため、ヒクソスという異
民族がエジプトに戦争をしかけてきたとき、エジプ
トは負けてしまう。今から3700年ほど前の話である。
　鉄と青銅は硬さは同じようなのだが、粘り気が青
銅にはないため、鉄剣と青銅剣がわたり合うと青銅
のほうが折れてしまう。ということは青銅剣をもっ
ている人は殺されてしまうというわけだ。だから負
けたエジプトはじっとがまんをして鉄の武器と馬の
戦車を研究し自分たちで製造し、100年後にヒクソス
をエジプトから武力で追い出してしまう。
　今から4500年ほど前にエジプトは巨大なピラミッ

ドを次から次へと建造した。今見つかっているだけ
でも80基もあり、当時はおそらく100基から120基
ほど造ったであろうと考えられている。それらのう
ち大部分は石灰岩とか花崗岩を切って、それを運ん
で、積んだものだ。それをピラミッド時代より2000
年経って見たギリシャ人の歴史家ヘロドトスは、こ
のように硬い石を切るには青銅ではとても無理だか
ら、当時からエジプトには鉄の道具があったにちが
いないと、その著、『歴史』で述べている。いかにも
ギリシャ人らしく、一見論理的だ。石は硬い、硬いも
のを切れるのは鉄しかない、よってピラミッド時代
には鉄器があったというわけだ。
　しかし、私が青銅で石を切る実験をしたところ何
なく切れた。ただ何度もやっていると、青銅のノミは
折れてしまう。しかしちっとも困らないのだ。何故か
というと青銅は融点が低いので石切り場に炉をつ
くっておけば折れたノミをるつぼですぐに溶かし、
また型に入れてノミをつくることがそんなに大変な
ことでない。ヘロドトスには実証性が欠けていたと
いうわけである。
　エジプトで初めて記録に出てくる金属は青銅であ
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事業の方針
　わが国経済の回復と21世紀型社会
への新たな考え方の確立、基盤整備
のための政策策定と具現化の動きの
なかで2000年を迎えました。
　経済を支えるのは産業競争力であ
り、そのための技術開発の推進はま
すます重要であります。政府が平成
11年12月に取りまとめた｢国家産業
技術戦略｣において、産業技術力強
化の方向が打ち出されているなか
で、｢材料分野の技術｣はより以上に
政策的･ 戦略的重点課題としてク
ローズ･アップされております。政
府による｢産業･官庁機関･学界の連
携協力｣のフレームワークは、従来
からＪＲＣＭがよって立つ基盤であ
り、｢材料分野の技術｣の国家戦略の
検討を注視しつつ、従来の実績をふ
まえ、上記フレームワーク自体の今
後の発展に貢献することこそ、ＪＲ
ＣＭの役割の一つであります。
　ＪＲＣＭは、プロジェクトや調査
研究の推進の成果の内外での(国際
的な)評価･位置づけを適宜行いつ
つ、調査研究事業の提言等をナショ
ナルプロジェクトに発展させること
をはじめ、民間企業、大学のご支援
のもとに国の政策としての技術課題
に参加するべく、事業遂行能力、体
制の強化にこれまで以上に注力する
所存であります。
　創立15年を迎えたＪＲＣＭの事業
方針は次のとおりです。

１１１１１..... 材料の産業技術における材料の産業技術における材料の産業技術における材料の産業技術における材料の産業技術における

位置づけ位置づけ位置づけ位置づけ位置づけ

　｢顧客が喜び、感動する価値の提
供｣の競争にあたって、ＩＴ活用に
よる生産システムの革新と、企業に
おける｢集中と選択｣の徹底に伴う研
究開発自前主義の脱却等の産業界の
動き、大学及び学協会の改革、政府
の国家産業技術戦略の策定による科
学技術政策の強化が進められてい
る。こうした大きな流れにあって
も、金属系材料をはじめ材料技術は
あらゆる技術分野の基本であり、ビ
ジュアルエンジニアリング、バー
チャル生産による商品設計と材料技
術の接近、材料利用・加工技術の一
本化の動きのなかで、ＪＲＣＭは、
材料研究のプロジェクトの提案及び
調査研究能力を高める。特に、Ｈow
does ＪＲＣＭ do? から　Ｗhat does
ＪＲＣＭ do? と、より具体的な討
議をベースに活動を進める。

２２２２２..... 研究開発成果の実用化推進研究開発成果の実用化推進研究開発成果の実用化推進研究開発成果の実用化推進研究開発成果の実用化推進

　従来から継続中の研究開発プロ
ジェクトの効率的実行と推進を図
る。また、｢環境調和型金属回生利用
基盤技術の研究｣等、５プロジェク
トが11年度をもって終了するが、関
係方面の総合的評価に適切に対応
し、それらの研究開発成果の普及と
実用化の道をつける。

３３３３３.....ＪＲＣＭの取り組む技術課題ＪＲＣＭの取り組む技術課題ＪＲＣＭの取り組む技術課題ＪＲＣＭの取り組む技術課題ＪＲＣＭの取り組む技術課題

と分野と分野と分野と分野と分野
　
  関係各機関自体、従来以上に課題

る。銅が先なのか青銅が先なのか論議があるが、私は
青銅が先と考えるほうだ。というのは金属は、それが
含まれている鉱石を火でたくことによって、そこか
らしぼり出てくるものである。それなら純粋な銅が
まず出てくると考えるより、不純物が混じった青銅
が出て、それを純粋銅に精錬するほうが自然のなり

平成平成平成平成平成 1212121212 年度年度年度年度年度          事業計画事業計画事業計画事業計画事業計画・・・・・収支予算収支予算収支予算収支予算収支予算
選定等に一層深い関心を払い、ＪＲ
ＣＭ等の能力を評価する環境にある
との認識に立つ必要がある。このた
め、ＪＲＣＭは利用者側からのコス
ト、スピード、軽量化及びソフト化
の要望を理解し、環境面から炭酸ガ
ス、リサイクル、長寿命及び安全に
ついての技術課題の把握に努め、省
エネ･省資源につながる革新的技術
の開発を追求し社会のニーズに応
え、経済社会の発展に貢献するよう
努める。
　こうした方針に基づく調査研究あ
るいは研究開発活動は、金属系材料
の構造材から機能材への転化、新エ
ネルギー関連技術、デザインや製品
設計分野への参画及び長寿命化の促
進を目指すことである。そしてＪＲ
ＣＭの使命と役割を再確認するとと
もに、11年度に取りまとめられた通
商産業省の国家産業技術戦略に基づ
き、高度な技術課題と複雑なシステ
ムの問題解決を必要とする個別課題
のみならず、横断的テーマ及び全体
システムに関する革新的プロジェク
トについても積極的に提言するとと
もに、各種プロジェクトの準備・開
発実施に注力する。
　このように、12年度において以上
のように活動するために、ＪＲＣＭ
体制の強化とスピードとダイナミズ
ムを発揮する必要があるので、｢金属
系材料に関係した研究等のプロジェ
クト構想能力の開発等に適した人
材｣の育成にも留意し、研究開発成
果の実現･普及の構築とスピードあ
る創造的な運営に努めます。また、
賛助会員メンバーをはじめとする関
係機関との相互啓発による組織力の

ゆきだと思うからである。それら青銅をとる鉱石は
シナイ半島にあった。今でも鉱石をとり出した跡が
残っている。この鉱石を火で焼いて青銅を溶かし出
すのだが、そのとき風を連続して送り込むフイゴを
使っていた。これらのことは今から3500年も前の貴
族の墓の壁面に描かれている。
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ご支援を得つつ、自己革新に励み使
命を果たす方針であるので、関係各
位のご指導ご協力をお願いいたしま
す。

事業計画(概要)
１ ． 研 究 開 発

(1)(1)(1)(1)(1)非鉄金属系素材リサイクル非鉄金属系素材リサイクル非鉄金属系素材リサイクル非鉄金属系素材リサイクル非鉄金属系素材リサイクル

促進技術に関する調査研究促進技術に関する調査研究促進技術に関する調査研究促進技術に関する調査研究促進技術に関する調査研究＊＊＊＊＊
　
  実証試験を行うため、結晶分別法
及び真空蒸留法はスケールアップ後
の精製条件の適正化を、介在物除去
法及びドロス残灰利用法は寿命やコ
ストダウンの検討を行い、早期目標
達成を目指す。また、トータルシス
テム研究では、環境対策研究として
他団体の協力のもと、11年度に実施
した要素技術研究の成果をふまえて
実証研究を実施し、早期実用化を目
指す。また、介在物除去フィルター
を結晶分別装置前へ移設し、精製分
離工程の一貫化を目指したトータル
システム化の検討を開始する。

( 2 )( 2 )( 2 )( 2 )( 2 ) 低温材料の開発低温材料の開発低温材料の開発低温材料の開発低温材料の開発＊＊＊＊＊

　SUS316LN、A5086等候補材の液体
水素雰囲気下での特性評価を継続し
て実施する。溶接部の靭性改善のた
め、減圧電子ビーム溶接の評価に着
手し、疲労き裂進展速度､薄板材の
評価等を検討する｡極低温材料特性
データベースは継続して拡充を図
る。

(3)(3)(3)(3)(3)エネルギー使用合理化エネルギー使用合理化エネルギー使用合理化エネルギー使用合理化エネルギー使用合理化(((((電電電電電

磁気力利用磁気力利用磁気力利用磁気力利用磁気力利用))))) 金属製造プロ金属製造プロ金属製造プロ金属製造プロ金属製造プロ
セスの研究開発セスの研究開発セスの研究開発セスの研究開発セスの研究開発

　
  連続鋳造法への電磁気力利用を新
たな視点から研究し、それらの実用
化基盤技術を確立するため、スラブ
の電磁界鋳造技術に関しては、鋳型
におけるエネルギーロス低減技術、
湯面安定化技術、広幅鋳型における
設備・操業技術等の検討を引き続き
実施する。また、超伝導による流動
制御技術は、大溶鋼流量条件での鋳
造実験を継続する。これらの試験結

果を踏まえて工業化ＦＳを行い、本
プロジェクトの成果をまとめる。

(4)(4)(4)(4)(4)メゾスコピック組織制御材メゾスコピック組織制御材メゾスコピック組織制御材メゾスコピック組織制御材メゾスコピック組織制御材
料創製技術の研究開発料創製技術の研究開発料創製技術の研究開発料創製技術の研究開発料創製技術の研究開発＊＊＊＊＊

[ａ]鉄系スーパーメタルの研究開発
　高速大圧下圧延装置に高周波急速
加熱機能を増設して、実用に近い板
厚で１μｍ以下の結晶粒径を実現
し、新機能鉄鋼材料の探索を継続す
る。超微細組織解析技術の研究開発
を進め、インレンズＳＥＭに加えて
三次元アトムプローブ及び非平衡侵
入型原子濃度測定装置を開発し、金
属超微細組織とその特性との関係を
明らかにする。これらの研究成果に
立脚した計算科学による超微細複相
組織鋼の材質予測及び材料設計の研
究を本格化する。さらに、後継プロ
ジェクトの具体化案をまとめる。
[ｂ]アルミニウム系スーパーメタルの
研究開発

　自動車材等への実用化を念願に、
微細粒組織を有しかつ強度、成形性
に優れたスーパーアルミの創製を目
指す。極低温圧延、溶湯圧延及び異
周速圧延等要素技術を組み合わせた
研究を継続発展する。

(5)(5)(5)(5)(5)産業汚泥に含まれる有価金産業汚泥に含まれる有価金産業汚泥に含まれる有価金産業汚泥に含まれる有価金産業汚泥に含まれる有価金
属属属属属(((((金属スラッジ金属スラッジ金属スラッジ金属スラッジ金属スラッジ)))))資源化技資源化技資源化技資源化技資源化技

術の開発術の開発術の開発術の開発術の開発＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　ハイブリッド粗分離法では、フッ
素含有実廃液を処理し脱フッ素ス
ラッジサンプルを製造する。スラッ
ジの小･中規模溶融還元炉では、排
ガスから金属状態の亜鉛を回収でき
る最適条件を探索する。大規模溶融
還元炉では、実廃液の脱フッ素ス
ラッジサンプルを用いた操業実験を
行う｡

(6)(6)(6)(6)(6)省エネルギー型金属ダスト省エネルギー型金属ダスト省エネルギー型金属ダスト省エネルギー型金属ダスト省エネルギー型金属ダスト

回生技術の開発回生技術の開発回生技術の開発回生技術の開発回生技術の開発＊＊＊＊＊

　小型パイロットプラント設計指針
を得るため、炭材フィルター、重金
属コンデンサー試験装置でスピード
優先の効率的研究、シミュレーショ
ン等を行う。また、小型パイロット
プラント電気炉や集塵機の設計･製
作、炭材フィルター及び重金属コン

デンサーの設計、一部製作や実験を
行う。

(7)(7)(7)(7)(7)高効率電光変換化合物半導高効率電光変換化合物半導高効率電光変換化合物半導高効率電光変換化合物半導高効率電光変換化合物半導
体体体体体(21(21(21(21(21 世紀のあかり世紀のあかり世紀のあかり世紀のあかり世紀のあかり)))))の開発の開発の開発の開発の開発＊＊＊＊＊

　青色･紫外ＬＥＤの高効率化を進め
るとともに、ＬＥＤの特長を活用し
た新しいあかり概念を構築する。11
年度に導入したＭＯＣＶＤ、超高温
結晶成長炉、ガスソースＭＢＥ、気相
結晶成長炉及び可変波長レーザー分
光装置の本格稼働に加え、イオン後
方散乱装置やカソードルミネッセン
ス等の大型の装置を導入することに
より、研究開発の前進を図る。また、
7～8月に開催される｢21世紀夢の技
術展｣に参加する。

(8)(8)(8)(8)(8)高速超塑性の調査研究高速超塑性の調査研究高速超塑性の調査研究高速超塑性の調査研究高速超塑性の調査研究

(((((先導研究先導研究先導研究先導研究先導研究)))))＊＊＊＊＊
　
  高速超塑性用リサイクルマグネシ
ウム合金創製技術、高速超塑性マグ
ネシウムモジュール製造技術の開発
及び実用化を目指し、９つの要素技
術に分類した技術項目に対し、調査
研究を継続する。
注：以上の研究開発のうち、*は新
エネルギー･産業技術総合開発
機構(ＮＥＤＯ)から、**は地球
環境産業技術研究機構(ＲＩＴＥ)
らの委託による事業である

  ２．調 査 研 究

(1)(1)(1)(1)(1)調査委員会テーマ企画部会調査委員会テーマ企画部会調査委員会テーマ企画部会調査委員会テーマ企画部会調査委員会テーマ企画部会

　｢調査研究テーマ・バンク｣機能の
充実、部会設置に至らないテーマの
｢四次元サロン｣、その他の場におけ
る意見交換等、弾力的に調査研究活
動を企画・推進する。さらに、調査活
動での成果の調査テーマ化、研究
テーマ化活動等を活発に行う。

(2)(2)(2)(2)(2)高比強度アルミニウム合金高比強度アルミニウム合金高比強度アルミニウム合金高比強度アルミニウム合金高比強度アルミニウム合金
の調査研究の調査研究の調査研究の調査研究の調査研究（（（（（ＡＡＡＡＡｌｌｌｌｌ高高高高高機機機機機能能能能能化化化化化）））））

　ロケット・航空機メーカーでの高
比強度アルミニウム合金使用実態の
調査、第７回ＩＣＡＡ(アルミニウム
合金国際会議)発表論文による海外の
高比強度アルミニウム合金の研究動
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向調査、及びＷＧ全調査内容の総ま
とめと問題点の整理を行う。

(3)(3)(3)(3)(3)トータルエネルギー＆マテトータルエネルギー＆マテトータルエネルギー＆マテトータルエネルギー＆マテトータルエネルギー＆マテ
リアルコントロールに関すリアルコントロールに関すリアルコントロールに関すリアルコントロールに関すリアルコントロールに関す

る調査る調査る調査る調査る調査ⅢⅢⅢⅢⅢ（（（（（循循循循循環環環環環型型型型型社社社社社会会会会会構構構構構築築築築築
可能性調査可能性調査可能性調査可能性調査可能性調査：：：：：ＴＥＭＣＯＳ）ＴＥＭＣＯＳ）ＴＥＭＣＯＳ）ＴＥＭＣＯＳ）ＴＥＭＣＯＳ）

　全国の地形的に最も効率的なコン
ビナート・電気炉等での２種類の地
域循環型資源化システムの実用化の
ため、プロセス間リンクによる副生
物の再資源化及び未利用エネルギー
の有効活用等に関する技術開発課題
を総合調査して、固体･液体･気体に
かかわるすべての副生物の再資源化・
無害化等及び循環型プロセス間リン
クによる廃棄物排出極小化可能シス
テムを提案し、13年度プロジェクト
化へつなげていく。

(4)(4)(4)(4)(4)放射光の活用に関する調査放射光の活用に関する調査放射光の活用に関する調査放射光の活用に関する調査放射光の活用に関する調査

　ＳＰring-8放射光設備を金属関係
に応用した実験結果が出はじめてい
るので、アップデートな情報交換を
行い、基盤整備事業として放射光を
応用した研究活動へと進展させる。
さらに多方面への活用を目指して、
体制を新たに年数回の部会を含めて
調査を継続して、13年度のプロジェ
クト化へとつなげていく。

(5)(5)(5)(5)(5)環境親和性を有する放射線環境親和性を有する放射線環境親和性を有する放射線環境親和性を有する放射線環境親和性を有する放射線
照射下使用材料に関する調照射下使用材料に関する調照射下使用材料に関する調照射下使用材料に関する調照射下使用材料に関する調

査研究査研究査研究査研究査研究

　近未来の耐照射性材料開発と材料
基盤技術、国内外の照射用炉と加速
器型中性子源の照射場や照射制御技
術等の整理、材料とその照射場での
振る舞いや原子炉等における材料の
挙動や損傷をあらかじめ評価できる
仮想プラントの計算機シミュレー
ション等について調査研究を進める
とともに、超微細粒鋼の評価等を通
して、未来型原子力材料に必要な耐
ＩＡＳＣＣ材料や耐脆化材料の開発
を提案する。

(6)(6)(6)(6)(6)自動車の軽量化を促進する自動車の軽量化を促進する自動車の軽量化を促進する自動車の軽量化を促進する自動車の軽量化を促進する

金属材料と工法に関する調金属材料と工法に関する調金属材料と工法に関する調金属材料と工法に関する調金属材料と工法に関する調
査研究査研究査研究査研究査研究

　軽量化による燃費低減効果がより

顕著な大型車では、ホワイトボディ
50％軽量化を目標として、軽金属材
料の使用拡大の核となる課題を調査
研究し、アルミ･マグネ資源循環リサ
イクル技術、大型薄肉高延性アルミ･
マグネ鋳物用新材料製造プロセス技
術及び高信頼性･低コスト製造技術を
13年度プロジェクトとして提案する。
コスト制約条件がよりきびしい小型
車では、30％軽量化を目標として、先
進的な鉄鋼材料・製造プロセスで必
要な要素技術の課題について調査し、
鋳鋼、引抜き材の薄肉化に関する技
術開発を提案する。

(7)(7)(7)(7)(7)金属材料における長寿命化等金属材料における長寿命化等金属材料における長寿命化等金属材料における長寿命化等金属材料における長寿命化等
の限界性能に関する調査部会の限界性能に関する調査部会の限界性能に関する調査部会の限界性能に関する調査部会の限界性能に関する調査部会

　材料機能の経年劣化についての
サーベイを継続実施するとともに、
サーベイ結果で得た問題点等につい
て専門家の意見を聞くかたちで課題
の摘出を行う。抽出された課題につ
いてより詳細な調査を実施すべき課
題を絞り込み、それらについて具体
的な技術開発テーマとして提言でき
るように調査を深化する。

( 8 )( 8 )( 8 )( 8 )( 8 )新設新設新設新設新設
　11年度の活動結果を受け、時機を
とらえて下記の調査研究部会の新設
を目指す。
・金属関係の知的基盤整備(金属関係
材料の各種データーベースに関す
る調査)
・金属材料の寿命診断技術に関する
調査研究
・医療用機器等における金属材料に
関する調査
・表面構造制御調査部会、その他

( 9 )( 9 )( 9 )( 9 )( 9 )四次元サロン四次元サロン四次元サロン四次元サロン四次元サロン

　講演会活動を中心にサロン活動を
積極的に展開する。その際、よりテー
マ提案に結びつく講演として大学の
先生方等の具体的な研究成果報告、
さらにサロン参加企業の数を多くす
るためにより幅広い講演内容とする。
また、ＪＲＣＭからの発信活動をよ
り活発化し、四次元サロンから発展
して新たな技術サロンや調査グルー
プの活動へと進展させていく。

  ３．その他の事業

((((( １１１１１))))) 情報収集情報収集情報収集情報収集情報収集・・・・・提供提供提供提供提供

  金属系材料の製造及び利用に関す
る情報の収集及び提供について、金
属系材料関連団体、公共研究機関、会
員会社から入手できる機関紙、ニュ
－ス等を展示し閲覧に供する。ＲＩ
ＴＥ、地球環境問題協議会等から得
られる情報を収集し、ＪＲＣＭホー
ムページを活用する等して提供する。
海外出張等から得られた資料、情報
等を会員に提供する。

( 2 )( 2 )( 2 )( 2 )( 2 )啓蒙啓蒙啓蒙啓蒙啓蒙・・・・・普及普及普及普及普及

  金属系材料の利用拡大を目的とし
た啓蒙及び普及活動は、ＪＲＣＭが
実施した研究開発の成果や調査収集
した情報について、次の活動等を実
施する。
・ ＪＲＣＭの活動状況を幅広く紹介
する和文広報誌｢ＪＲＣＭ ＮＥＷＳ｣
を毎月発行し、賛助会員会社を
はじめ官公庁、関係機関等に配布
する。

・ 11年度に開設したＪＲＣＭホーム
ページは、順次内容を更新整備し、
賛助会員会社、関係団体･機関をは
じめ広く一般に、ＪＲＣＭや金属
系材料に関する新しい情報を提供
する。

・ 11年度に引き続き第３回｢研究成果
報告会｣を開催し、ＪＲＣＭの研究
成果の普及と12年度に取り組んで
いる開発・調査研究の啓蒙に努め
る。

・ 平成12年7～8月に開催される｢21
世紀夢の技術展｣に出展参加し、21
世紀のあかり開発の啓蒙を図る。

( 3 )( 3 )( 3 )( 3 )( 3 )国際交流国際交流国際交流国際交流国際交流

  12年度の国際交流事業については、
経済・産業のグローバル化、変革の時
代に対応し、以下のように積極的に
進める。
・ ＪＲＣＭの活動を海外にアピール
する重要な情報発信の資料として、
英文｢ＪＲＣＭ　ＮＥＷＳ｣の発行と活
用を図る。

・ アジア関係諸機関との協力推進、
研究開発成果の海外への発表・普
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及、外国人専門家との交流(講演会
等)及び途上国法人等の海外(日本)
調査への協力等、国際化の推進
を図る。

・ 海外の賛助会員をはじめとする関
係諸機関・企業等との交流。

( 4 )( 4 )( 4 )( 4 )( 4 )連携連携連携連携連携・・・・・協調協調協調協調協調

　金属系材料のユーザーとサプライ
ヤーの両者を賛助会員にもち、ニー
ズとシーズの出合いが容易なＪＲＣ
Ｍには、幅広く内外の関係機関・団体
と連携及び協調を的確かつ迅速に行
い、戦略に沿った産官学の調和のと
れた効果的な研究開発活動、調査研
究活動等の遂行が望まれている。Ｊ
ＲＣＭは積極的に官公庁、国公立研
究機関、大学、学協会及び内外の研究
開発実施機関等との交流を深め、情

報交換、共同研究等を推進し連携と
協調を強めていく。これらの関係機
関との情報発信、情報交換には電子
メールの活用に加えて、ＪＲＣＭ
ホームページの活用を図る。

(((((５５５５５)))))その他その他その他その他その他

  社会・経済の変化動向を見据えて、
ＪＲＣＭの目的にふさわしいテーマ
の掘り起こしのための情報交換・調
査研究を実施しており、スムーズな
プロジェクト化が図られるよう、中
長期的視点に立った戦略的事業展開
が可能な体制の確立に努める。こう
した目的達成のために、賛助会員を
はじめ関係者の関心を呼ぶテーマに
つき情報交換を行うべく、自由に意
見交換を行える場を設定していく。
　一方、11年度で終了したプロジェ

クト下記５件は、12年度以降もこれ
らの技術開発成果を広く普及させる
とともに、各プロジェクトの参加企
業による成果の実用化を推進する。
特に、新製鋼プロセスについては、
｢新製鋼プロセスフォーラム｣後継組
織を新たに発足させ、技術交流企画、
情報及び工業所有権の管理等にあた
る。
・ 軽水炉用インスペクションフリー
設備に関する材料の開発

・ 溶融炭酸塩型燃料電池(ＭＣＦＣ)
用材料の研究開発

・ 耐腐食性スーパーヒーター用材料
の研究開発

・ 新製鋼プロセスフォーラム｢環境調
和型金属回生利用基盤技術の研
究｣

・ 腐食環境実フィールド実証化技術
　

（注）特別会計は、新製鋼プロセスフォーラムである。この研究開発事業は平成11年度
にて終了し、12年度以降は工業所有権等の維持管理をする。
前期繰越収支差額は、見込額により計上してある。

合    計

180,800
3,151,965
189,000
189,000
24,000

3,734,765
380,601
4,115,366

141,400
39,400

3,529,965
134,500
3,845,265
-110,500
270,101

一般会計

180,800
3,151,965
189,000
189,000

0
3,710,765
239,311
3,950,076

141,400
39,400

3,529,965
－

3,710,765
0

239,311

特別会計

0
0
0
0

24,000
24,000
141,290
165,290

0
0
0

134,500
134,500
-110,500
30,790

区   分
＜収入の部＞
基 本 財 産 運 用 収 入 等
事 業 収 入
補 助 金 収 入
分 担 金 収 入
固 定 資 産 売 却 収 入
当 期 収 入 合 計 （ Ａ ）
前 期 繰 越 収 支 差 額
収 入 合 計 （ Ｂ ）
＜支出の部＞
管 理 費
自 主 事 業 費
事 業 支 出
固 定 資 産 廃 却 支 出 等
支 出 合 計 （ Ｃ ）
当期収支差額 （Ａ－Ｃ）
次期繰越収支差額( Ｂ - Ｃ)

収支予算書収支予算書収支予算書収支予算書収支予算書(((((総括総括総括総括総括)))))
（平成12年4月1日～平成13年3月31日）

（単位：千円）
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(1)軽水炉用インスペクションフリー設備に
関する材料の研究開発

(2)溶融炭酸塩型燃料電池用材料の研究開発
(3)高効率廃棄物発電用耐腐食性スーパー
ヒーター用材料の研究開発

(4)環境調和型金属系素材回生利用基盤技術
の研究開発(新製鋼プロセスフォーラム)

(5)非鉄金属系素材リサイクル促進技術の研
究開発

(6)低温材料技術の研究開発(ＷＥ- ＮＥＴ)
(7)腐食環境下実フィールド実証化技術の研
究開発

(8)電磁気力による「エネルギー使用合理化
金属製造プロセス」の研究開発

(9)メゾスコピック組織制御材料創製技術
(スーパーメタル)の研究開発

(10)産業汚泥に含まれる有価金属資源化技
術の開発

(11)高効率電光変換化合物半導体の開発
(21 世紀のあかり開発)

(12)省エネルギー型金属ダスト回生技術の
開発

(13)高速超塑性の調査研究　(先導研究)

(1)アルミニウム系新材料の高機能化に関す
る調査研究
･高比強度アルミニウム合金の調査研究

(2)放射光の活用に関する調査研究
(3)環境調和性を有する放射線照射下使用材
料に関する調査研究

(4)21 世紀の超軽量合金の高速超塑性加工技
術の調査研究

(5)ﾄｰﾀﾙｴﾈﾙｷﾞｰ＆ﾏﾃﾘｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾙに関する調査
研究(ＴＥＭＣＯＳ)

(6)利用段階における省ｴﾈﾙｷﾞｰ型金属製品開
発
･自動車の軽量化を促進する金属材料と
工法に関する調査研究

(7)鉄鋼技術の国際比較に関わる調査研究
(8)産業技術戦略策定(半導体、Siｳｪﾊ)調査

(9)金属材料における長寿命化等限界性能に

関する調査研究
(10)平成 11 年度長期エネルギー技術戦略等
に関する調査｢産業技術戦略策定基盤調
査(分野別技術戦略＜材料技術分野＞)｣

四 次 元 サ ロ ン

（（（（（参参参参参考考考考考）））））                    ＪＲＣＭ最近の研究開発及び調査研究事業ＪＲＣＭ最近の研究開発及び調査研究事業ＪＲＣＭ最近の研究開発及び調査研究事業ＪＲＣＭ最近の研究開発及び調査研究事業ＪＲＣＭ最近の研究開発及び調査研究事業                          注) 受託事業　  　　          自主事業　　　　   　   　

<<<<< 通商産業省通商産業省通商産業省通商産業省通商産業省 >>>>>

<<<<< 石油公団石油公団石油公団石油公団石油公団 >>>>>

事 業 名   H2  H3   H4  H5   H6  H7  H8   H9  H10 H11 H12  H13  H14  H15

<ANERI><ANERI><ANERI><ANERI><ANERI>

<MCFC><MCFC><MCFC><MCFC><MCFC>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>
((((( 先導研究先導研究先導研究先導研究先導研究))))) ((((( 本研究本研究本研究本研究本研究)))))

<RITE><RITE><RITE><RITE><RITE>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>
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<<<<< 日機連日機連日機連日機連日機連 >>>>>
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<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>
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ＡＮＥＲＩＡＮＥＲＩＡＮＥＲＩＡＮＥＲＩＡＮＥＲＩ((((( 技術研究組合技術研究組合技術研究組合技術研究組合技術研究組合     原子力用次世代機器開発研究所原子力用次世代機器開発研究所原子力用次世代機器開発研究所原子力用次世代機器開発研究所原子力用次世代機器開発研究所)     )     )     )     )     ＭＣＦＣＭＣＦＣＭＣＦＣＭＣＦＣＭＣＦＣ((((( 溶融炭酸塩型燃料電池発電システム技術研究組合溶融炭酸塩型燃料電池発電システム技術研究組合溶融炭酸塩型燃料電池発電システム技術研究組合溶融炭酸塩型燃料電池発電システム技術研究組合溶融炭酸塩型燃料電池発電システム技術研究組合)))))
ＮＥＤＯＮＥＤＯＮＥＤＯＮＥＤＯＮＥＤＯ(((((新エネルギー新エネルギー新エネルギー新エネルギー新エネルギー・・・・・産業技術総合開発機構産業技術総合開発機構産業技術総合開発機構産業技術総合開発機構産業技術総合開発機構)             )             )             )             )             ＷＥＷＥＷＥＷＥＷＥ ----- ＮＥＴＮＥＴＮＥＴＮＥＴＮＥＴ(World Energy Network:(World Energy Network:(World Energy Network:(World Energy Network:(World Energy Network:水素利用国際水素利用国際水素利用国際水素利用国際水素利用国際ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ技術の研究開発技術の研究開発技術の研究開発技術の研究開発技術の研究開発)))))
ＲＩＴＥＲＩＴＥＲＩＴＥＲＩＴＥＲＩＴＥ(((((地球環境産業技術研究機構地球環境産業技術研究機構地球環境産業技術研究機構地球環境産業技術研究機構地球環境産業技術研究機構)                    )                    )                    )                    )                         日機連日機連日機連日機連日機連（（（（（(((((社社社社社)))))日本機械工業連合会）日本機械工業連合会）日本機械工業連合会）日本機械工業連合会）日本機械工業連合会）
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〝〝〝〝〝光光光光光〟〟〟〟〟の進化を通して、の進化を通して、の進化を通して、の進化を通して、の進化を通して、やすらぎのやすらぎのやすらぎのやすらぎのやすらぎの〝〝〝〝〝あかりあかりあかりあかりあかり〟〟〟〟〟へへへへへ

          INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
 会員会社紹介51 三菱電機照明株式会社

 〝あかり〟は、永い歴史において
欠かすことのできないもの。太陽
がくれた時間、私たちの安心と安
全をもたらしてくれる大切な存在
です。それだけでなく、街の風景
や家庭のだんらん等を演出し、
人々に折々の感動を届けるものだ
といえましょう。だからこそ私た
ちは照明の発展と進化を通して、
暮らしや社会がより豊かなものに
なるよう貢献していきたいと考え
ます。単なる明るさだけの〝光〟
から、人の心や暮らしにやさしい
やすらぎの〝あかり〟の創造を目
指すこと。そして、総合エレクト
ロニクスメーカーとしてのノウハ
ウを生かして生み出す 〝あかり〟。
それが私たち三菱電機照明の理想
です。

■技術開発環境

  人や社会に求められているも
の。地球環境に求められているも
の。それらに応えられる照明テク
ノロジーを実現するには、エレク
トロニクス・半導体等、さまざま
な分野の技術が必要になります。
そのために私たちは三菱電機の各
研究所や各製作所とトランス
ファーを重ねています。そんな開
発環境から、単一光源からトータ
ル照明へ発展させる「制御システ
ム技術」や照明器の電子化を推進
する「インバータ技術」を中心に

新技術を生み出しています。

■インバータ技術

  先進のエレクトロニクス技術が
生かされている三菱のインバータ
照明。電気を効率よく光に交換し
たり、チラツキ感のない目にやさ
しい照明を提供する等、快適性や
経済性についてのニーズに対応し
た各種のインバータを開発してい
ます。特に、98～99年度には(１
つのインバータで多種ランプを点
灯する)ランプフリー新回路と連
続調光新回路を開発し、蛍光灯イ
ンバータの高性能化、高機能化、小
型化及び低コスト化を実現してい
ます。

■制御システム技術

  よりよい照明環境を、どのよう
にエネルギーをセーブして実現す
るか。この２つの反するテーマを
クリアするために、三菱電機照明
では自動調光による照明制御シス
テムを提案。照度センサで常に各
エリアの照度を検知し、コント
ローラが明るさを適正に保ちます。
この照度調光機能による省エネと
しては、効果の第１として昼の光
を利用して人工光を調節し、第２
に明る過ぎになりがちな初期照度
を適正に補正。第３にタイマ制御
により昼休み等、人のいない時間

には照度を自動的に制御し、より
一層の省エネ化を図っています。

■製品展開

近年、ＣＯ
２
やエネルギー消費の

削減等、世界的に省エネ化が急が
れています。照明業界についても
全電力エネルギー消費の約２割を
占めていることから、省エネ化が
重要な課題となっています。三菱
電機照明では前述した「制御シス
テム技術」と「インバータ技術」を
柱にニーズに合った省エネ照明を
提案、展開しています。その１つ
が昨年、業界で他社に先駆けて発
売したEG インバータを搭載した
「Easyeco」シリーズです。これま
で、施設用器具の分野では省エネ
の重要ポイントであるインバータ
化率が低く、70％以上が従来の磁
気式タイプです。この「Easyeco」
により手軽に省エネが可能となり、
2000 年度までにこの分野のイン
バータ化率を80％以上へと高め、
省エネ化に貢献するとともに 〝省
エネ照明は三菱〟の確立を目指し
ています。

ＥＧインバータ(下)と従来インバータ(上)
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事務局事務局事務局事務局事務局   白井善久

　不正アクセス・侵入者による官公庁の
ＨＰ改竄が相次いでいる。ネチズンとし
てのモラルは？ ファイアウォールは？
ネットワーク社会の到来と重ね合わせ、
考えさせられることの多い事件である。
　この種の不正行為を「クラッキング」
といい、「ハッキング」と呼ぶのは誤り
であるとの指摘があった。耳学問のまま

ハッキング／ハッカーの用語を"非難され
るべき〟の意で使ってきた自分が恥ずか
しい。
　日々生成するフローの情報取り込みに
汲々とし、基礎的ストック部分の知識は安
直な受け売りで間に合わせてきた点を深く
反省。真正ハッカーの皆さん、ごめんなさ
い。                        （Ｓ）

開催日時開催日時開催日時開催日時開催日時
4月 20 日
  5月下旬

  
7 月 21日～
８月６日

  10月

会議会議会議会議会議・・・・・イベントイベントイベントイベントイベント
第８回四次元サロン
理事会、評議員会

21世紀夢の技術展

高速超塑性
ワークショップ

場場場場場               所所所所所
ＪＲＣＭ
ＪＲＣＭ

東京
ビッグサイト

東京

担担担担担     当当当当当
研究開発部
総務部

21世紀の
あかり推進部

アルミニウムリサイ
クル技術推進部

備備備備備          考考考考考

平成11年度事業報告

日本経済新聞社主催

第８回四次元サロンの第８回四次元サロンの第８回四次元サロンの第８回四次元サロンの第８回四次元サロンの
                              お知らせお知らせお知らせお知らせお知らせ
日時：平成12年４月20日(木)　
      15:00～17:30
場所：ＪＲＣＭ会議室
話題：「新事業開発のコーディネート」
提供：(株)リエゾンネットワークＴＡＭＡ
　    代表取締役　新川雅之氏
 くわしくはＪＲＣＭホームページをご
覧ください。


